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概要

 この講座は、⼈間関係講座（グループ）を修了された⽅を対象として、グループの⼈間関係 についてより深く理解し、
グループに働きかける（ファシリテーション）⼒を養うことをねらいとして開講します。
 具体的には、以下の⽬標（ねらい）のもとにプログラムを実施します。
 ①グループや他者に与えている⾃分の影響に気づく
 ②グループの中での⼈間関係（グループプロセス）を捉える感受性を⾼める
 ③グループやメンバーの成⻑に向けて働きかける視点やスキルを養う
 この講座では、参加者は５〜６名の⼩グループに分かれ、３⽇⽬の発表会に向けたグループ・ プロジェクト（GP）に
継続的に取り組みます。そのプロジェクトグループに、他のグループ からひとりずつが交代で、外部ファシリテーターと
して⼊り、プロジェクトの推進とグループ の関係づくりを⽀援（ファシリテーション）します。ファシリテーターの働き
かけとその影響やグループのプロセスをふりかえるセッションを通して、ファシリテーターの働きかけについて学んでい
きます。またグループやファシリテーションに関する理論からも学びます。
  グループの⼈間関係についての理解をより深めたいという⽅、グループプロセスに気づく⼒ （感受性）を⾼めたい
⽅、職場のチーム・ビルディングを試みたいというリーダーやマネージャーの⽅などにお勧めです。

※ＧＰはグループ・プロジェクトの略です。
 ⼩講義として、「グループプロセスを観察する視点」「フィードバックの留意点」「ファシリテーショ ンの機能」「グ
ループの発達・成⻑とは」等が適宜⾏われます。

⽇程 2013年9⽉6⽇（⾦）10：00開始〜9⽉8⽇（⽉）17：00終了予定 2泊3⽇

定員 24名

参加資格 当センターの「⼈間関係講座(グループ）」を修了された⽅

会場
南⼭学園研修センター（研修・宿泊）
〒466-0834 名古屋市昭和区広路町隼⼈30

受講料
受講料 27,600円〈税込〉
滞在費 16,900円〈税込〉予定（宿泊・⾷事・会場費を含む）

担当講師 林 芳孝

 グループプロセス応⽤講座（ファシリテーター・トレーニング）は、9⽉6⽇（⾦）から8⽇（⽇）と3⽇間の合宿形式で
開催されました。参加者は、さまざまな職種の⽅が23名、⽇本各地から南⼭学園研修センターに集まってくださいまし
た。
 初⽇のプログラムは、開会の後、「コンテントとプロセス」「体験学習の循環過程」などをおさらいし、参加者お⼀⼈
おひとりにご⾃分のねらいをつくっていただきました。午後からは、3⽇間ともに活動するグループをつくり、グループ
活動の1回⽬として体験学習の実習を体験していただきました。
 そして「グループ・プロジェクト（ＧＰ）」のスタートです。ＧＰでは、体験学習に関するテーマをひとつ選び、他の
参加者に対して何らかの企画・実施（ワーク／プレゼンなど）を⾏うことが課題でした。その活動に他のグループから順
にファシリテーターとしてファシリテーションを体験し、フィードバックを通して学びました。交替しながら6セッショ
ンを体験していただきました。
 初⽇、⼆⽇⽬とどのグループも熱⼼に取り組んでいただきました。それとともに出張ファシリテーターにも熱いフィー
ドバックがされました。このふりかえりの時を通して、それぞれの⼈のファシリテーションのありようや⼈間やグループ
の観⽅、かかわり⽅に気づき学ぶことができたのではないかと思います。
 3⽇⽬のそれぞれのグループの発表は、とてもユニークかつ趣向が凝らされたものでした。最後に、⽇常に向けて、グ
ループの変化・成⻑を確認した後、ファシリテーターとして⼤切なこと、現場でやってみたいことなどをわかちあい、皆
さん⽇常に戻っていかれました。
 スタッフも、ともに学ぶ場として、⾃分のありようやファシリテーションについて学ぶことが多い体験となりました。
 参加者のみなさん、お疲れ様でした!!
                                                講座担当者：津村・林
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